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2014 年（平成 26 年）2月，この特集が

出版されるころには，新しい診療報酬の

枠組みが発表され，医療に携わる施設は，

固唾をのんでいることだと思う．そのよ

うな中で，「参加」を題材とした本号の特

集は，あらためて「作業療法」を見直す

機会を与えてくれたと思う．

ICF が導入されて，いろいろな場面で

話題に挙がることも多い．しかし，「参

加」に対する具体的な作業療法を考える

と，具体的なアプローチ，あるいはアプ

ローチするための学問的な基礎，背景が

曖昧なことに気づく．

本特集は 6編から構成されているが，

その基調にあるのは，概念の整理と現状

での「参加」についての取り組み事例の

紹介である．一見，統一性のないように

感じる方もあるかと思うが，「参加」が社

会との接点を取り扱う領域だとすると，

その多様性は，対象者の数だけあると思

われ，6 編はその導入，ガイドを示すも

のとご理解いただけ

たら幸いである．

清山氏らの南相馬

での出来事は，「参

加」を考える上で，

社会的背景を考慮す

る必要性を，また，

伊藤氏らが最後に述

べる「私たちが彼女

の人生の可能性を狭めないこと，時には，

「参加」の可能性を損なうこともあるこ

とを自覚し，本人や家族の支援者として

できることを増やしていく責任を共有し

ていければと思います」という言葉に，

参加への取り組みの重要性と専門性の必

要をあらためて認識させる．

西上氏の「ちゃんくす」の取り組みは，

医療保険，介護保険制度に頼らない，作

業療法の展開として，今後，作業療法の

モデルの一つとなる事業だと思う．この

ような取り組みが，日本の津々浦々で行

われ，「生活の困難さ」＝「作業療法」とい

う図式が，国民に周知されたら最高であ

る．

最後に，今回執筆いただいた方々は，

それぞれの領域のパイオニアである．こ

こまでに至る過程には大変なご苦労が

あったと思う．そのような苦労を想像し

ながら，各編を読んでいただけたら幸い

である．加えて，これから続く後輩諸君

が同じ苦労をしなくてすむような，教育，

研修，制度の構築が今後の課題である．

（中村春基）
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